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奈良国立博物館
だより

通期開催
なら仏像館

珠玉の仏たち
わくわくびじゅつギャラリー 特別陳列 名品展

7月13日㈯～9月23日（月・祝）　西新館
珠玉の仏教美術

名品展
通期開催
青銅器館

中国古代青銅器
7月13日㈯～9月8日㈰　西新館

法徳寺の仏像
－近代を旅した仏たち－7月13日㈯～9月8日㈰　東新館

いのりの世界のどうぶつえん



わ
く
わ
く
び
じ
ゅ
つ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　こ
の
展
覧
会
は
、
仏
教
美
術
の
中
か
ら
、
動
物
や
想
像
上
の
生
き

物
を
表
し
、
描
い
た
作
品
を
集
め
て
ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
「
ど

う
ぶ
つ
た
ち
」
は
な
ぜ
、
仏
や
神
の
世
界
に
さ
か
ん
に
登
場
す
る
の

か
、
ど
う
し
て
い
の
り
の
場
の
デ
ザ
イ
ン
に
た
び
た
び
取
り
込
ま
れ

る
の
か
、
そ
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
仏
教
美
術
が
本

格
的
に
生
み
出
さ
れ
る
以
前
の
、
く
ら
し
の
中
の
い
の
り
に
関
わ
る

動
物
造
形
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　展
覧
会
場
に
は
、
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
、
わ
く
わ
く
し
な

が
ら
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま

す
。
博
物
館
・
美
術
館
デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
や
夏
休
み
の
自
由
研

究
の
テ
ー
マ
探
し
に
、
ま
た
、
仏
教
美
術
に
親
し
む
第
一
歩
と
し

て
、
ご
家
族
皆
様
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

7
月
13
日（
土
）〜
9
月
8
日（
日
）

◎
文
殊
菩
薩
騎
獅
像

　（文
化
庁
）

獅
子
・
狛
犬

　（奈
良

　薬
師
寺
）

牛
玉
像

　（京
都

　海
住
山
寺
）

◉
辟
邪
絵

　神
虫

　（当
館
）

◎
伎
楽
面

　迦
楼
羅

　（奈
良

　東
大
寺
）



　
法
徳
寺
は
奈
良
市
十
輪
院
町
に
位
置
す
る
融
通
念
仏
宗

の
寺
院
で
す
。こ
の
寺
に
近
年
寄
進
さ
れ
た
約
三
十
軀
の
仏

像
は
、か
つ
て
ひ
と
り
の
実
業
家
が
収
集
し
た
も
の
で
、南

都
伝
来
あ
る
い
は
そ
う
と
推
測
さ
れ
る
作
品
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
も
個
性
豊
か
で
す
が
、こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
さ
え

認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、い
わ
ば
知
ら
れ
ざ
る
仏
た
ち
で

す
。本
展
で
は
、こ
れ
ら
諸
像
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
調
査
を
は
じ
め
と
し
た
最
新
の
調
査

成
果
も
ふ
ま
え
て
、そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

法
徳
寺
の
仏
像

　
　
　
|
近
代
を
旅
し
た
仏
た
ち
|

特
別
陳
列

７
月
13
日（
土
）〜
９
月
８
日（
日
）

〈
い
ず
れ
も
奈
良

　法
徳
寺
所
蔵
〉

観
音
菩
薩
立
像

菩
薩
立
像（
興
福
寺
千
体
仏
）

文
殊
菩
薩
坐
像

持
国
天
立
像
・
増
長
天
立
像

　
　
ほ
う
と
く 

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゆ
う
ず
う
ね
ん
ぶ
つ
し
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



奈
良
博
の
「
お
も
て
な
し
の
多
言
語
対
応
」

話題

当
館
学
芸
部
研
究
員

　張

　小
娟

　
日
本
文
化
を
世
界
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
今
日
国
を
挙
げ
て
の
事
業
と
な
り
、
こ
こ
数

年
ま
す
ま
す
日
本
に
や
っ
て
く
る
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
国
立
博
物
館

の
外
国
人
観
覧
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
国
立
博
物
館
四
館
で
は
日
本

語
･
英
語
･
中
国
語
･
韓
国
語
に
よ
る
多
言
語
対
応
を
推
進
し
て
い
る
。
四
ヶ
国
語
対
応
は
二
〇
一

七
年
度
に
計
画
が
起
こ
り
、
翻
訳
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
な
ど
が
本
格
始
動
し
た
。

　
奈
良
国
立
博
物
館
で
は
二
〇
一
七
年
度
以
前

よ
り
、
日
本
語
と
英
語
の
解
説
を
行
っ
て
き
た

が
、
実
は
二
〇
一
五
年
よ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
デ
ス
ク
に
英
語
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
中

国
人
や
韓
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。
外
国
人
観
覧
者
の
満
足
度

を
上
げ
る
た
め
に
は
館
内
の
表
示
用
語
や
展
示

室
の
解
説
文
、
そ
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に

多
言
語
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
多
言
語
対
応
が

大
切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
国
語
や

韓
国
語
を
話
せ
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
を

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
配
置
し
、
「
生
」
の

声
で
直
接
お
客
様
に
応
対
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
の
案
内
業
務
の
内
容
は
大
き
く
チ

ケ
ッ
ト
販
売
の
通
訳
と
展
示
案
内
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
展
覧
会
に
よ
り
チ
ケ
ッ
ト
の
種
類
や
料
金

が
変
わ
る
の
で
、
展
覧
会
の
内
容
や
見
ど
こ
ろ
を
外
国
人
観
覧
者
に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
っ
た
上
で

購
入
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
簡
潔
な
展
示
内
容
、
順
路
、
音
声
ガ
イ
ド
な
ど
の
案
内
業
務
は
外

国
人
観
覧
者
に
安
心
感
を
与
え
、
さ
ら
に
展
示
に
対
す
る
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
何
よ
り
私
達
に
と
り
財
産
と
な
る
の
は
彼
ら
の
「
生
」
の
声
、
す
な
わ
ち
感
想
や
時
に
は
苦
情

が
直
に
聴
け
る
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
生
」
の
多
言
語
対
応
こ
そ
、
博
物
館
が
大
切
に
す
べ
き

お
も
て
な
し
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
奈
良
国
立
博
物
館
の
こ
の
よ
う
な
多
言
語
対
応
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
来
館
さ
れ
る
外
国
人
観
光

客
に
ゆ
っ
く
り
、
そ
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
展
示
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
欲
を
言
え
ば
奈
良
国
立
博
物
館
で
の
時
間
が
日
本
の
楽
し

い
思
い
出
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
、
私
は
希
望
し
て
い
る
。

【
表
紙
解
説
】

木
造
　
彩
色
・
截
金

像
高
　
九
五
・
○
〜
一
一
○
・
六
㎝

平
安
時
代（
十
二
世
紀
）

奈
良
　
東
大
寺

重
要
文
化
財  

十
二
神
将
立
像

じ
ゅ
う   

に  

し
ん
し
ょ
う
り
ゅ
う 

ぞ
う

　
十
二
神
将
は
薬
師
如
来
の
信
者
を
守
護
す
る
役
割
を
も
つ
十
二
の
将
軍
。
こ
の
東
大
寺
の
一
具
の

群
像
は
、
作
風
か
ら
十
二
世
紀
の
作
と
認
め
ら
れ
る
。
本
来
、
十
二
神
将
と
十
二
支
と
は
関
係
の
な

い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
後
期
ま
で
に
は
合
体
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
現
存
す
る
最
古
の
作

品
こ
そ
こ
の
東
大
寺
像
で
あ
る
。
頭
頂
や
腹
部
に
は
明
確
に
動
物
が
表
さ
れ
、
多
く
が
当
初
の
も
の

で
あ
る
こ
と
は
貴
重
。
ち
ょ
こ
ん
と
す
わ
っ
た
猿
、
ム
サ
サ
ビ
の
よ
う
な
虎（
写
真
）、
ち
ょ
っ
と
脇

見
を
す
る
可
愛
い
犬
な
ど
、
な
か
な
か
魅
力
的
な
造
形
で
あ
る
。
（
当
館
上
席
研
究
員
　
岩
田
　

茂
樹
）

◆
わ
く
わ
く
び
じ
ゅ
つ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
い
の
り
の
世
界
の
ど
う
ぶ
つ
え
ん
」
に
て

　
７
月
13
日
か
ら
９
月
８
日
ま
で
展
示

多言語インフォメーションでの案内



出
陳
一
覧

　6
月
25
日（
火
）〜 

【
彫
　
刻
】

〔
第
1
室
〕

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　地
蔵
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　阿
弥
陀
如
来
立
像
（
裸
形
）

　
　
　
　当
館

　蔵
王
権
現
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
狛
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

〔
第
２
室
〕

◎
舞
楽
面

　皇
仁
庭

　
　
　
　
　
　
　東
大
寺

◎
舞
楽
面

　貴
徳

　
　
　
　
　
　
　
　東
大
寺

　二
天
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　室
生
寺

〔
第
３
室
〕

　宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　安
楽
寿
院

　阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　金
剛
寺

　阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

〔
第
４
室
〕

　侍
者
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　菩
薩
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　観
音
寺

◎
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　金
竜
寺

◎
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像

　
　
　
　
　
　
　文
化
庁

◎
文
殊
菩
薩
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　薬
師
寺

〔
第
５
室
〕

◎
誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　正
眼
寺

　誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　法
起
寺

　菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興
福
院

◎
菩
薩
半
跏
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　神
野
寺

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　法
隆
寺

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　観
心
寺

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　金
剛
寺

　如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　二
仏
並
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　個
人

　力
士
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

◎
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　光
明
寺

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　釈
迦
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　園
城
寺

◎
蔵
王
権
現
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　薬
師
寺

　不
動
明
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　勢
至
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

〔
第
６
室
〕

◎
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
裸
形
）

　
　
　浄
土
寺

◎
広
目
天
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　興
福
寺

◎
多
聞
天
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
如
来
三
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
如
来
三
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　薬
師
寺

◎
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像

　
　
　
　
　
　当
館

◎
吉
祥
天
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　法
明
寺

　阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　歓
喜
寺

　阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

◎
阿
閦
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

〔
第
７
室
〕

〈
特
別
公
開
〉

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　海
住
山
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　海
住
山
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　勝
林
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　新
薬
師
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　当
館

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　薬
師
寺

◎
千
手
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　園
城
寺

　観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
光
背
（
二
月
堂
本
尊
所
用
）

　
　
　東
大
寺

〔
第
８
室
〕

◎
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
　當
麻
寺

　大
日
如
来
坐
像

　
　
　
　
　十
市
町
自
治
会

◎
梵
天
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　秋
篠
寺

◎
救
脱
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　秋
篠
寺

　天
部
形
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　兵
庫
県

　天
部
形
立
像

　
　
　
　
　
　十
市
町
自
治
会

〔
第
９
室
〕

◎
龍
猛
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　泰
雲
院

　地
蔵
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　十
市
町
自
治
会

◎
明
星
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　弘
仁
寺

◎
地
蔵
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　大
福
寺

　地
蔵
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　新
薬
師
寺

◎
准
胝
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　文
化
庁

〔
第
10
室
〕

◎
馬
頭
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　浄
瑠
璃
寺

　不
動
明
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　正
智
院

◎
不
動
明
王
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　正
寿
院

〈
特
別
公
開
〉

　不
動
明
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　海
住
山
寺

　不
動
明
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

〔
第
11
室
〕

◎
閻
魔
王
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　金
剛
山
寺

　伽
藍
神
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

〈
特
別
公
開
〉

　地
蔵
菩
薩
坐
像

　
　
　
　
　
　
　海
住
山
寺

　四
天
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　霊
山
寺

◎
大
将
軍
神
坐
像

　
　
　
　
　大
将
軍
八
神
社

　善
導
大
師
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　念
佛
院

◎
聖
徳
太
子
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　成
福
寺

　僧
形
神
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　女
神
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　童
子
形
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

〔
第
12
室
〕

　阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　西
法
寺

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

◎
増
長
天
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　称
名
寺

◎
十
二
神
将
立
像
（
辰
・
未
神
）

　
　室
生
寺

〔
第
13
室
〕

　如
来
倚
像
（
押
出
仏
）

　
　
　
　
　
　当
館

　観
音
菩
薩
立
像
（
押
出
仏
）

　
　
　
　当
館

　如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像

　
　
　
　
　
　当
館

　地
蔵
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　僧
形
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　当
館

　十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　当
館

◎
蔵
王
権
現
立
像

　
　
　
　
　
　
　大
峯
山
寺

　破
損
仏
像
残
欠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　当
館

【
絵
画
】

7
月
13
日（
土
）〜
8
月
18
日（
日
）

◎
十
二
天
像（
梵
天・帝
釈
天
）
　
　聖
衆
来
迎
寺

 

名
品
展

 

珠
玉
の
仏
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

な
ら
仏
像
館
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

◉
十
二
天
像（
伊
舎
那
天・日
天・月
天
）
　西
大
寺

◎
東
大
寺
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
図
像

　
　
　当
館

　十
巻
抄
（
天
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　釈
迦
十
六
善
神
像

　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

　玄
奘
三
蔵
十
六
善
神
図

　
　
　
　
　南
明
寺

◎
毘
沙
門
天
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　知
恩
院

◎
毘
沙
門
天
像

　
　
　
　
　
　
　
　海
龍
王
寺

　聖
僧
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　吉
祥
天
像

　湛
海
筆

　
　
　
　
　
　宝
山
寺

　妙
音
天
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　宝
厳
寺

　釈
迦
五
尊
十
羅
刹
女
像

　
　
　
　
　
　当
館

　弁
才
天
十
五
童
子
像

　
　
　
　
　
　専
称
寺

　弁
才
天
十
五
童
子
像

　
　
　
　
　
　
　個
人

　十
曜
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　宝
山
寺

　十
仏
十
王
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　春
日
本
迹
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　熊
野
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　錦
織
寺

◎
吉
野
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

◎
吉
野
曼
荼
羅

　西
大
寺

　子
島
荒
神
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　雨
宝
童
子
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

８
月
20
日（
火
）〜
９
月
23
日（
月・祝
）

◎
仏
涅
槃
図

　陸
信
忠
筆

　
　
　
　
　
　当
館

◎
十
王
図

　陸
信
忠
筆

　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
五
百
羅
漢
図
　林
庭
珪・周
季
常
筆

　大
徳
寺

　羅
漢
図

　陸
仲
淵
筆

　
　
　
　
　
　能
満
院

◎
北
斗
九
星
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　宝
厳
寺

　マ
ニ
教
宇
宙
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　マ
ニ
教
聖
者
伝
図

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　マ
ニ
教
天
界
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　万
五
千
仏
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　不
動
院

　水
月
観
音
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　水
月
観
音
像

　
　
　
　
　
　
　
　談
山
神
社

◎
施
餓
鬼
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　薬
仙
寺

 

名
品
展

 

珠
玉
の
仏
教
美
術

西
新
館



　花
鳥
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
谷
寺

　探
幽
縮
図
（
仏
画
集
）

　
　
　
　
　
　当
館

【
書
跡
】

7
月
13
日（
土
）〜
8
月
18
日（
日
）

　諸
菩
薩
求
仏
本
業
経
〈
五
月
一
日
経
〉
当
館

◉
賢
愚
経
巻
第
十
五
〈
大
聖
武
〉

　
　東
大
寺

　広
弘
明
集
巻
第
十
七
〈
中
尊
寺
経
〉

　当
館

◉
一
字
蓮
台
法
華
経

　
　
　
　
　
　
　龍
興
寺

　法
華
経
（
残
巻
）（
装
飾
料
紙
）

　
　
　当
館

　写
経
手
鑑

　紫
の
水

　
　
　
　
　
　
　当
館

　般
若
心
経
〈
隅
寺
心
経
〉

　
　
　
　
　当
館

　大
般
若
経
巻
第
三
百
十
六
断
簡

　
　
　当
館

　三
宝
絵
断
簡
〈
東
大
寺
切
〉

　
　
　
　当
館

　明
月
記
断
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
阿
弥
陀
悔
過
料
資
財
帳

　
　
　
　
　東
大
寺

　西
大
寺
資
財
流
記
帳

　
　
　
　
　
　西
大
寺

　根
来
寺
伽
藍
古
絵
図

　
　
　
　
　
　根
来
寺

　古
今
和
歌
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

８
月
20
日（
火
）〜
９
月
23
日（
月
・
祝
）

　須
真
天
子
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　東
大
寺

◉
金
光
明
最
勝
王
経
（
紫
紙
金
字
）

　
　当
館

　華
厳
経
巻
第
五
十
〈
泉
福
寺
経
〉

　
　当
館

◉
法
華
経（
一
品
経
）如
来
寿
量
品
第
十
六

　慈光
寺

　焚
薪
〈
宋
版
一
切
経
〉

　
　
　
　
　
　当
館

　雑
見
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　立
川
流
儀
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　訶
梨
帝
母
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　薬
師
寺

　六
字
河
臨
法
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　慈
信
寄
進
状
（
額
安
寺
文
書
）

　
　
　当
館

　金
岡
東
庄
下
地
中
分
関
係
文
書（
額
安
寺
文
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
本
殿
背
面
図（
談
山
神
社
本
殿
造
営
図
並
所
用
具
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　談
山
神
社

　論
第
一
巻
尋
思
抄
（
別
）

　
　
　
　
　個
人

【
工
芸
】

7
月
13
日（
土
）〜
8
月
18
日（
日
）

◎
飛
天
像（
縦
笛
）〔
金
堂
天
蓋
附
属
〕
　法
隆
寺

　天
蓋
軸
部

　
　当
館（
野
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　當
麻
曼
荼
羅
厨
子
軒
先
板

　復
元
模
造

　当
館

◎
華
鬘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　霊
山
寺

◎
種
子
華
鬘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　菊
牡
丹
文
華
鬘

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◉
幡
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　中
尊
寺
金
色
院

◎
錦
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
明
寺

◉
五
瓶
形
外
容
器

　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

◉
火
焰
宝
珠
形
舎
利
容
器

　
　
　
　
　西
大
寺

◉
鉄
宝
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

◎
組
法
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　唐
招
提
寺

◎
蓮
弁
飾
一
面
器

　
　
　
　
　
　
　唐
招
提
寺

◉
宝
相
華
文
透
彫
華
籠

　
　
　
　
　
　神
照
寺

◎
華
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　万
徳
寺

　華
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　性
海
寺

　持
蓮
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
光
寺

　蓮
華
形
香
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　獅
子
牡
丹
文
香
合

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　牡
丹
尾
長
鳥
文
盆

　
　
　
　
　
　
　金
地
院

◎
戒
体
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　万
徳
寺

◎
宝
相
華
文
蓮
華
形
磬

　
　
　
　
　
　赤
松
院

◎
蓮
華
形
磬

　
　
　
　
　
　
　細
見
美
術
財
団

　蓮
華
形
磬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　蓮
華
形
磬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　慈
眼
寺

◎
草
花
孔
雀
文
磬

　
　
　
　
　
　
　
　文
化
庁

◎
草
花
文
磬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　峰
定
寺

　蓮
華
文
磬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　孔
雀
文
磬
（
長
谷
寺
等
銘
）

　
　
　長
谷
寺

　孔
雀
文
磬
（
南
都
新
浄
土
寺
銘
）

　長
谷
寺

８
月
20
日（
火
）〜
９
月
23
日（
月・祝
）

◎
飛
天
像（
鈸
子
）〔
金
堂
天
蓋
附
属
〕
　法
隆
寺

　天
蓋
軸
部

　
　当
館（
野
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　當
麻
曼
荼
羅
厨
子
軒
先
板

　復
元
模
造

　当
館

◉
牛
皮
華
鬘
（
於
号
）

　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
種
子
華
鬘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　菊
牡
丹
文
華
鬘

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◉
幡
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　中
尊
寺
金
色
院

◎
髹
漆
卓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岩
王
寺

◉
五
瓶
形
外
容
器

　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

◉
火
焰
宝
珠
形
舎
利
容
器

　
　
　
　
　西
大
寺

◉
鉄
宝
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

◎
組
法
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　唐
招
提
寺

◎
蓮
弁
飾
一
面
器

　
　
　
　
　
　
　唐
招
提
寺

◉
宝
相
華
文
透
彫
華
籠

　
　
　
　
　
　神
照
寺

◎
華
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　万
徳
寺

　華
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　性
海
寺

　持
蓮
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
光
寺

　蓮
華
形
香
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　獅
子
牡
丹
文
香
合

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

◎
香
盆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　聖
衆
来
迎
寺

　獅
子
牡
丹
文
信
貴
形
水
瓶

　
　
　
　
　個
人

◎
宝
相
華
文
蓮
華
形
磬

　
　
　
　
　
　赤
松
院

◎
蓮
華
形
磬

　
　
　
　
　
　
　細
見
美
術
財
団

　蓮
華
形
磬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　蓮
華
形
磬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　慈
眼
寺

◎
草
花
孔
雀
文
磬

　
　
　
　
　
　
　
　文
化
庁

◎
草
花
文
磬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　峰
定
寺

　蓮
華
文
磬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　孔
雀
文
磬
（
長
谷
寺
等
銘
）

　
　
　長
谷
寺

　孔
雀
文
磬
（
南
都
新
浄
土
寺
銘
）

　長
谷
寺

【
考
古
】

7
月
13
日（
土
）〜
９
月
23
日（
月・祝
）

　土
偶〔
山
形
県
杉
沢
遺
跡
出
土
〕
　
　
　当
館

＊
土
偶〔
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
三
美
出
土
〕
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　茨
城
県
立
歴
史
館

＊
土
偶〔
茨
城
県
笠
間
市
柏
井
出
土
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　茨
城
県
立
歴
史
館

＊
◎
土
製
耳
飾〔
群
馬
県
千
網
谷
戸
遺
跡
出
土
〕
　

　
　
　桐
生
市（
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
寄
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（8
月
20
日
〜
）

　注
口
土
器
・
香
炉
形
土
器
ほ
か

　
　
　
　
　
　

 

〔
青
森
・
岩
手
県
出
土
〕
　当
館

＊
人
面
付
土
器〔
茨
城
県
海
後
遺
跡
出
土
〕
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　茨
城
県
立
歴
史
館

　流
水
文
銅
鐸〔
奈
良
県
山
町
出
土
〕
　
　当
館

　袈
裟
襷
文
銅
鐸〔
出
土
地
不
明
〕
　
　妙
国
寺

＊
◎
短
甲
・
頸
甲
・
肩
甲
・
眉
庇
付
冑
・
衝
角
付
冑

　
　〔大
阪
府
野
中
古
墳
出
土
〕
　

　
　
　
　
　
　大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

＊
ジ
ョ
ッ
キ
形
須
恵
器〔
京
都
府
下
植
野
南
遺

　跡
出
土
〕
　
　京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

＊
円
筒
埴
輪
棺〔
京
都
府
金
比
羅
山
古
墳
出
土
〕

　
　
　
　
　
　
　京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

＊
特
殊
埴
輪
円
筒
棺〔
京
都
府
金
比
羅
山
古
墳
出
土
〕

　
　
　
　
　
　
　京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

　盛
装
男
子
埴
輪〔
群
馬
県
出
土
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館（
〜
8
月
4
日
）

盛
装
男
子
埴
輪

　当
館

　単
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦〔
奈
良
県
山
田
寺
跡
出
土
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　複
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦〔
奈
良
県
川
原
寺
出
土
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　古
瓦〔
龍
角
寺
・
千
代
廃
寺
・
武
蔵
国
分
寺
出
土
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　蓮
華
文
鬼
瓦〔
奈
良
県
奥
山
久
米
寺
出
土
〕
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　京
都
国
立
博
物
館

◎
鬼
面
文
鬼
瓦〔
奈
良
県
大
安
寺
出
土
〕
　個
人

　六
角
形
塼
仏〔
三
重
県
天
華
寺
跡
出
土
〕
　当
館

　方
形
三
尊
塼
仏〔
奈
良
県
南
法
華
寺
出
土
〕
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　南
法
華
寺

　方
形
三
尊
塼
仏〔
奈
良
県
南
法
華
寺
出
土
〕
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　南
法
華
寺

　塑
像
断
片〔
滋
賀
県
雪
野
寺
跡
出
土
〕
　福
命
寺

◉
粟
原
寺
三
重
塔
伏
鉢

　
　
　
　
　談
山
神
社

◎
山
代
忌
寸
真
作
墓
誌

　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
佐
井
寺
僧
道
薬
墓
出
土
品（
墓
誌・蔵
骨
器
） 

当
館

　行
基
墓
誌
残
片

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
青
磁
碗
・
皿〔
島
根
県
荻
杼
古
墓
出
土
〕
　当
館

◎
滑
石
製
弥
勒
如
来
像（
延
久
三
年
銘
）

　〔長
崎
県
鉢
形
嶺
経
塚
出
土
〕
　
　
　
　当
館

　滑
石
製
宝
塔
形
経
筒〔
出
土
地
不
詳
〕
　当
館

◎
銅
製
宝
塔
形
経
筒
・
銅
造
如
来
立
像

　〔伝
福
岡
県
出
土
〕
　
　当
館（
〜
8
月
18
日
）

◎
銅
製
経
筒
・
滑
石
外
筒〔
伝
福
岡
県
出
土
〕
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館（
8
月
20
日
〜
）

◎
銅
製
鍍
銀
経
箱〔
奈
良
県
金
峯
山
経
塚
出
土
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　金
峯
神
社

◎
法
華
経
・
無
量
義
経
残
欠（
藤
原
道
長
願
経
）

　〔奈
良
県
金
峯
山
経
塚
出
土
〕
　

　
　
　
　
　
　
　
　金
峯
神
社（
〜
8
月
18
日
）

◎
法
華
経
・
無
量
義
経
残
欠（
藤
原
師
通
願
経
）

　〔奈
良
県
金
峯
山
経
塚
出
土
〕
　

　
　
　
　
　
　
　
　金
峯
神
社（
8
月
20
日
〜
）

◎
線
刻
蔵
王
権
現
鏡
像

　〔奈
良
県
金
峯
山
経
塚
出
土
〕
　
　金
峯
山
寺

（
＊
は
、考
古
資
料
相
互
活
用
促
進
事
業
に
よ
る
出
品
）

※
◉
＝
国
宝
、
◎
＝
重
要
文
化
財

※
展
示
品
は
都
合
に
よ
り
一
部
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

中
国
古
代
の
商（
殷
）か
ら
漢
代
に
製
作
さ
れ

た
、青
銅
器
の
逸
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

 

名
品
展

 

中
国
古
代
青
銅
器（
坂
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

青
銅
器
館

◉一字蓮台法華経　龍興寺

◎宝相華文蓮華形磬　赤松院



❖ サンデートーク ❖

　美術や歴史のこと、博物館の活動など、当館ならではの多彩な
テーマ、日頃聞くことの出来ない「通（つう）」なお話をご用意し
て、皆様をお待ちしております。どうぞお気軽にご参加下さい。

【時　間】各回とも14：00～15：30（13：30開場）
【会　場】当館講堂
【定　員】各回194名（先着順）

◆キャンパスメンバーズ
　令和元年6月30日現在、「キャンパスメンバーズ」会員の大
学等は以下の通りです。
大阪大学・大阪大学歯学部附属歯科技工士学校、大阪大谷大
学、関西学院大学・聖和短期大学・関西学院高等部・関西学院
千里国際高等部・関西学院大阪インターナショナル、関西大
学・関西大学第一高等学校・関西大学北陽高等学校・関西大
学高等部、京都外国語大学・京都外国語短期大学、京都教育
大学・京都教育大学附属高等学校、京都工芸繊維大学、京都
女子大学・京都女子高等学校、京都精華大学、京都大学、京都
橘大学、近畿大学文芸学部・近畿大学大学院総合文化研究
科、嵯峨美術大学・嵯峨美術短期大学、四天王寺大学人文・社
会学部、就実大学人文科学部、帝塚山大学、天理大学、同志社
大学・同志社女子大学・同志社高等学校・同志社香里高等学
校・同志社女子高等学校・同志社国際高等学校、奈良教育大
学、奈良工業高等専門学校、奈良佐保短期大学、奈良女子大
学、奈良先端科学技術大学院大学、奈良大学、佛教大学、立命
館大学、龍谷大学・龍谷大学短期大学　　（以上、五十音順）

◆奈良国立博物館賛助会
　令和元年6月30日現在、特別支援会員4団体、特別会員4団
体、一般会員（団体）17団体、一般会員（個人）69名のご入会
をいただいております。

〔特別支援会員〕　㈱読売新聞大阪本社、結の会、㈱葉風泰
　　　夢、桃谷樓

〔特別会員〕　㈱奥村組西日本支社、㈱朝日新聞社、㈱ライブ
アートブックス、㈱ゴードー

〔団体会員〕　日本通運㈱関西美術品支店、㈱尾田組、㈱伏
見工芸、㈱木下家具製作所、㈱天理時報社、㈱
きんでん奈良支店、ノブレスグループ、奈良信
用金庫、ひかり装飾㈱、校倉な会、㈱南都銀
行、小山㈱、医療法人社団成風会、金剛㈱、㈱
グラスバウハーンジャパン、㈲志津香、茶道裏
千家淡交会奈良支部

〔個人会員（新規）〕　鍵岡　璋典様　平成31年4月　ご入会

■7月21日㈰　「再び、空海の舎利信仰の源流について
　　　　　　　　―スリランカから東寺まで―」　
　　　　　　　　内藤　栄（当館学芸部長）

唐から帰国した空海は日本に新しい舎利信仰をもたらしまし
た。空海の舎利信仰は唐に源あり、と言いたいところですが、
さすが唐は国際国家。空海の師匠たちはスリランカに旅し舎
利法を学びました。空海の舎利信仰の原点に迫ります。

■8月18日㈰　「文化財を科学するⅥ」
　　　　　　　　鳥越　俊行（当館学芸部保存修理指導室長）

博物館では、展示に合わせていろいろな調査を実施していま
す。今回は、「法徳寺の仏像」展で実施した彫刻作品の調査を
中心に、最新の成果をお話しします。

■9月15日㈰　「平安時代の寺社参詣」
　　　　　　　　斎木　涼子（当館学芸部主任研究員）

平安時代の人々にとって、寺社はどのような存在であったの
か。寺社への参詣という行動を通じて、人々の信仰の一端を
垣間見ます。

■10月13日㈰　「第7回 茶室・八窓庵をのぞいてみませんか」
　　　　　　　　吉澤　悟（当館学芸部列品室長）

奈良国立博物館の庭園にひっそり佇む八窓庵。江戸中期に
建てられた織部好みの名茶室です。普段は見られない茶室
の内部をご案内いたします。雨天の場合は講堂で写真解説い
たします。

■11月17日㈰　「東大寺戒壇院厨子扉絵をめぐって
　　　　　　　―追憶の天平仏画」
　　　　　　　　谷口　耕生（当館学芸部教育室長）

鑑真和上の創建になる東大寺戒壇院に安置された華厳経厨
子には、梵天・帝釈天など秀麗な天部の姿を表した扉絵が描
かれていました。原本が失われた後も各時代にわたって写し
継がれた名画の魅力を紹介し、その天平の面影に迫ります。

■12月15日㈰　「古写真と仏像研究」
　　　　　　　　山口　隆介（当館学芸部主任研究員）

たった１枚の古写真が、仏像の知られざる歴史の一側面を明
らかにすることがあります。仏像研究における古写真の有用
性について、近年の調査成果をふまえてお話しします。

■親子講座「どうぶつえんのわくわくガイド」
　【日　時】　7月27日㈯
　　　　　　　① 10：30～11：15　②  13：30～14：15
　【会　場】　当館講堂
　【講　師】　中川あや（当館学芸部主任研究員）
　【対　象】　小・中学生とその保護者
　【定　員】　各回30組（申込先着順）
　【参加費】　無料

■絵本づくりワークショップ
　「とびだす！　うごく！　いのりの世界のどうぶつ」
　キットを使って、「辟邪絵」に登場する神虫、「春日鹿曼荼
羅」に登場する神鹿をモチーフにしたしかけ絵本を作る、親
子向けのワークショップです。
　【日　時】　8月17日㈯
　　　　　　　①10：00～12：00「パクパク神虫」　
　　　　　　　②13：30～15：30「フワリと神鹿」
　【会　場】　当館地下回廊
　【対　象】　小・中学生とその保護者
　【定　員】　各回18組（申込先着順）
　【参加費】　無料
　【主　催】　奈良国立博物館・奈良教育大学大学院
　　　　　　　「地域と伝統文化」教育プログラム
　【協　力】　近畿ESDコンソーシアム

※いずれのイベント共、当館ホームページよりお申し込みください。
※7月1日㈪より受付を開始し、先着順で定員になり次第、受付を
　終了させていただきます。

※聴講無料（聴講には入場整理券が必要です）
※当日12：30から当館講堂前にて入場整理券（お1人様につき1

枚）を配布します。
※入場受付はトーク開始後30分で終了いたします。

　8月24日㈯　 「近代を旅した仏たち
　　　　　　　　―奈良ゆかりの仏像を中心に―」 
　　　　　　　山口　隆介（当館学芸部主任研究員）

【時　間】　各回とも13：30～15：00（13：00開場）
【会　場】　当館講堂
【定　員】　各回194名（先着順）
※聴講無料（聴講には入場整理券が必要です）
※当日12：00から講堂前にて入場整理券を配布します（お１人様

につき１枚）。
※入場整理券の受取の際には、本展の観覧券もしくはその半券、

奈良博プレミアムカード等をご提示ください。
※入場受付は講座開始後30分で終了いたします。

❖ 「いのりの世界のどうぶつえん」イベント情報❖

❖ 特別陳列 「法徳寺の仏像」　公開講座❖
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●：バス停　

宝相華文透彫華籠賢愚経 巻第十五（大聖武）
国宝
銅製　鍍金銀
径28.2cm
鎌倉時代（13世紀）
滋賀　神照寺

国宝
紙本墨書
縦27.5cm　長1,245.4cm
奈良時代（8世紀） 
奈良　東大寺

◆7月13日～8月18日　名品展「珠玉の仏教美術」にて展示 ◆７月13日～９月23日　名品展「珠玉の仏教美術」にて展示

展示品の
みどころ ほ う そ う げ  も ん すかしぼ り け 　 こけん　ぐ　きょう　　　　　　　　　　　　　おお じょう　む

　荼毘紙と呼ば

れる料紙を用い

た奈良時代の写

経。料 紙には茶

色い粒が漉き込

まれており、これを荼毘に付された釈迦の遺骨の粉に見立てた

ため、この呼び名がある。従来、実際に料紙に漉き込まれた粒

は香木の粉末とされてきたが、近年の研究では、料紙の原料で

ある樹木、真弓の皮の一部などであることが判ってきた。

　一般的な写経は一行十七字だが、こちらは一行十二字で文

字が大きく、行の幅（界幅）も通常より広い。本品は通称「大聖

武」と呼ばれるが、これは特徴的な料紙と風格のある大文字の

奈良朝写経という特徴から、古筆鑑定の世界で、書き手を聖武

天皇と伝承してきたためである。本品を含め、巻子の状態で数

巻、また断簡（写本や写経を鑑賞のため切り取ったもの）が多数

存在する。名筆を愛でる古筆鑑賞においては、最も珍重された

ものの一つで、古筆の断簡を集めた手鑑では、冒頭を飾る。そ

うしたなかで、本品はほぼ本来の一巻の姿を保つ貴重な遺例

である。

　　　  　　　　　　　　 　斎木　涼子（当館学芸部主任研究員）

　仏教法会の場で紙・布

製の花弁を撒く「散華」と

いう供養法がある。生花を

もって貴人をもてなした古

代インドの風習が、仏・菩薩の讃歎供養の法として仏教に取り入

れられたものである。この散華の花弁を盛る器物が華籠である。

　滋賀県長浜市の神照寺に伝来した16枚の華籠は、宝相華文

を透彫した金銅製の遺品で、類例の中では特に華やかな装飾

性を誇る。16枚は文様や技法の特徴から、平安時代後期のもの

と、鎌倉時代後期のものに分類されるが、このたび展示する２

枚は後者に該当する。

　本品でまず目を引くのは透彫文様であろう。中心から三方に

伸びた唐草が分岐を繰り返し全面に展開する構成は巧みであ

る。花の形や鍍金・鍍銀の使い分けで変化をもたせる点にも優

れた意匠感覚が示される。文様表現を支える彫金の技も注目さ

れる。透彫の縁や花の細部を斜めに彫り崩し、文様に立体感を

もたせるほか、花の蘂などに多様な彫金技法が駆使される。加

工痕がよく残り、幾分粗い仕上げに見えるが、かえってそれが手

仕事由来の深味を感じさせる。鎌倉時代を代表する金工の名品

をじっくりご覧いただきたい。　

　　　　　　　　　　　　　　三本　周作（当館学芸部研究員）

開館日時（7月～9月）

■開館時間／午前９時３０分～午後５時
　・金・土曜日は午後８時まで。
　・夏季特別陳列会期中（７月１３日～９月８日）の日～木曜日は
　　午後６時まで。
　・8月5日㈪～15日㈭は午後7時まで、8月9日㈮・10日㈯は
　　午後9時まで
　※入館は閉館の３０分前まで

■休館日／毎週月曜日
　・７月１５日、８月５日・１２日、9月16日・23日は開館し、
　　７月１６日㈫、9月17日㈫・24日㈫は休館。

■無料観覧日（名品展のみ）
　９月１日（関西文化の日プラス）

　

■観覧料金　
名品展・特別陳列・わくわくびじゅつギャラリー

※団体は20名以上です。  
※高校生以下および１８歳未満の方、満７０歳以上の方、障害者手帳を
　お持ちの方（介護者1名を含む）は無料です。
※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ加盟校の学生の方は無料です。
※高校生以下および18歳未満の方と一緒に観覧される方は、団体料金
　を適用します。［親子割引］
※開館時間延長日の午後５時以降に観覧される方は、団体料金を適用し
　ます。［レイト割引］

個　　人
団　　体

一　　般
520円
410円

大学生
260円
210円

高校生以下
無料
無料

　　 だ　 び　 し

　　　　　　　　　す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しゃ か

　　こうぼく

　　　　　　　　　 ま ゆみ

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ ひつ かんてい　　　　　　　　　　　　　　　　 しょう む 

てんのう

　　　　　　　だんかん

　　　　　　　　　　　　　　　 め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て かがみ

　　　　　　　ほう え

　　　　　か べん　　 ま　　　 さん げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　せい か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんたん

　　　　　　　　　　　　　　　　じんしょう じ

　　すかしぼり　　　　こんどう

　　　　　　　　　　　　　　　もんよう

　　　　　　　　　　　　 ぶん き

　　　　　　　　　　　 と きん　 と  ぎん

　　　　 い しょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ちょうきん

　　　　　　　　　　　 へり

　　　　　　　　　　　　　　　　　しべ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 く　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あら


